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７月度生涯研修講座

そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
運
動
を
広
げ
れ

ば
医
療
や
社
会
保
障
を
充
実

で
き
る
状
況
が
広
が
り
ま

す
。
協
会
は
、
会
員
の
先
生

方
に
署
名
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
と
同
時
に
、
総
選
挙
を

要
求
実
現
の
絶
好
の
機
会
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。
次
期
選

挙
で
は
政
権
交
代
が
起
こ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
選

問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

先
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
来

年
度
予
算
概
算
要
求
基
準
で

は
、
社
会
保
障
の
自
然
増
が

医
療
・
社
会
保
障
充
実
を
目

指
す
政
治
の
流
れ
を
強
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
界
で
は
、「
歯
科
医

師
の
４
人
に
１
人
が
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
歯
科
医
院
の
経
営
危

機
が
進
み
、
将
来
に
希
望
が

見
い
だ
せ
ず
、
歯
科
医
療
は

ま
さ
に
崩
壊
寸
前
の
状
況
で

す
。
相
次
ぐ
患
者
負
担
増
に

よ
る
受
診
抑
制
は
、
医
科
以

上
に
深
刻
で
す
。
ま
た
、
政

府
が
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

る
診
療
報
酬
請
求
オ
ン
ラ
イ

ン
化
は
、
医
療
の
画
一
化
や

個
人
情
報
漏
え
い
の
危
険

性
、
個
人
情
報
の
国
に
よ
る

統
合
・
統
制
な
ど
の
重
大
な

・
国
民
生
活
の
破
壊
が
明
確

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
を
変
え
る
に
は
、
30

日
に
ひ
か
え
た
総
選
挙
で
、

外形設定や咬合採得など解説
義歯セットの勘所とコツ

ま
受
け
継
い
だ
の
で
は
、
総

選
挙
に
お
い
て
安
倍
政
権
以

上
の
打
撃
を
受
け
る
と
判
断

し
、
当
面
の
来
年
度
予
算
で

は
社
会
保
障
削
減
措
置
を
凍

結
、
た
だ
し
、
将
来
に
つ
い

て
は
、
な
お
歳
出
削
減
路
線

を
堅
持
し
つ
つ
、
社
会
保
障

の
未
来
は
消
費
税
増
税
と
セ

ッ
ト
に
し
て
考
え
る
、
と
い

う
立
場
に
修
正
し
た
。

　

こ
れ
は
、
な
お
自
公
政
権

が
小
泉
政
権
の
呪
い
の
も
と

に
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。「
骨
太
06
」
に
対

す
る
野
党
の
ス
タ
ン
ス
は
、

そ
こ
か
ら
の
離
脱
と
い
う
点

で
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
距
離
に
は
長
短

の
差
異
が
あ
り
、
国
民
が
そ

れ
を
ど
こ
ま
で
見
抜
い
て
判

断
す
る
か
が
、
新
政
権
の
性

格
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

こ
と
を
命
じ
て
、
そ
の
後
の

医
療
・
福
祉
・
介
護
等
を
呪

い
続
け
て
き
た
。
安
倍
政
権

が
07
年
参
院
選
で
敗
北
を
と

げ
た
の
は
、
こ
の
「
骨
太

06
」
の
忠
実
な
遺
言
執
行
人

　

総
選
挙
で
は
、
二
つ
の
こ

と
が
同
時
に
問
わ
れ
る
。
一

つ
は
、
過
去
の
政
治
に
対
す

る
評
価
と
決
着
で
あ
り
、
い

ま
一
つ
は
将
来
の
政
治
に
対

が
重
要
に
な
る
。な
ぜ
な
ら
、

総
選
挙
で
日
程
に
の
ぼ
る
政

権
交
代
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

小
泉
構
造
改
革
路
線
を
続
け

る
の
か
、
そ
れ
と
も
キ
ッ
パ

リ
と
縁
を
切
る
の
か
、
の
決

を
第
一
の
選
択
肢
と
し
て
進

ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
点
で
は
、
小
泉
構
造
改
革

全
体
に
ど
の
よ
う
な
審
判
を

下
す
か
は
、
ま
だ
問
題
に
な

ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

革
に
断
固
と
し
て
ノ
ー
の
判

断
を
く
だ
す
人
は
、
小
泉
路

線
と
最
も
対
決
す
る
政
党
や

政
策
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
小
泉
構
造
改
革
を
そ

れ
な
り
に
評
価
す
る
人
々

い
。

　

だ
が
、
今
回
の
総
選
挙
で

は
、
小
泉
政
権
以
来
の
「
構

造
改
革
政
治
」
全
般
を
ど
う

総
括
す
る
か
が
、
ま
ず
第
一

に
問
わ
れ
る
。
小
泉
構
造
改

「
骨
太
06
」へ
の
各
党
の
ス
タ
ン
ス
見
抜
く

『
構
造
改
革
』の
決
着
と
将
来
の
選
択

し
た
遺
言
書
は
、「
骨
太
方

針
06
」
で
あ
っ
た
。
こ
の

「
骨
太
06
」
は
、
11
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
社
会
保
障
予

算
を
約
１
・
１
兆
円
（
毎
年

２
２
０
０
億
円
）
削
減
す
る

は
、
小
泉
路
線
に
依
然
と
し

て
未
練
を
持
つ
政
党
や
政
策

を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

社
会
保
障
分
野
で
小
泉
政

権
が
ポ
ス
ト
小
泉
政
治
に
残

　

自
公
政
権
が
進
め
て
き
た

「
構
造
改
革
」
路
線
に
よ
っ

て
、
深
刻
な
格
差
と
貧
困
の

拡
大
を
招
き
、
経
済
の
破
綻

挙
後
の
新
内
閣
へ
の
働
き
か

け
も
視
野
に
入
れ
て
、
署
名

項
目
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書

き
込
む
よ
う
各
政
党
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

　

次
期
改
定
で
は
低
歯
科
診

療
報
酬
か
ら
の
転
換
、
窓
口

負
担
軽
減
、
保
険
給
付
拡
大

な
ど
国
民
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
、
ぜ
ひ
先
生
方
の
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

は
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た
手

を
つ
け
て
良
い
症
例
、
悪
い

症
例
な
ど
も
説
明
し
て
い

た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
分

か
り
や
す
い
講
演
に
、
多
く

の
参
加
者
が
興
味
深
く
聴
講

し
て
い
た
印
象
で
あ
り
、
日

常
の
臨
床
に
即
役
立
つ
講
演

で
あ
っ
た
。

 

（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

受
け
、
①
社
会
保
障
予
算
の

拡
充
を
求
め
る
団
体
署
名
②

歯
科
患
者
署
名
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も

が
、
お
金
の
心
配
の
い
ら
な

い
『
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
』
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
」
③
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

義
務
化
の
撤
回
を
求
め
る
請

願
署
名
④
「
た
だ
ち
に
消
費

税
を
減
税
し
、
医
療
へ
の
ゼ

ロ
税
率
の
適
用
を
求
め
る
」

請
願
署
名
⑤
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
⑥
「
自
主

共
済
制
度
の
保
険
業
法
適
用

除
外
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択―

―

に
協
会
、
地
区
組

織
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

総
選
挙
日
程
が
決
ま
っ
た

こ
と
で
、
保
険
医
と
国
民
の

要
求
を
総
選
挙
の
争
点
に
押

し
上
げ
る
意
味
か
ら
も
、
現

在
の
患
者
署
名
を
促
進
す
る

こ
と
に
し
た
。
総
選
挙
後
の

臨
時
国
会
で
、
新
し
く
選
出

さ
れ
た
議
員
へ
直
ち
に
要
請

す
る
た
め
に
も
、
会
員
署
名

に
も
早
い
時
期
か
ら
取
り
組

む
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
争
点
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
め
ざ
し
て
」
を
大
阪

歯
科
協
会
と
し
て
作
成
し
た

の
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
番
組

「
医
療
ど
ぉ
〜
ナ
ル
」
の
内

容
を
単
行
本
に
し
て
発
行
す

る
な
ど
、
宣
伝
用
の
メ
デ
ィ

ア
づ
く
り
に
旺
盛
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
目
を
引
く
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
を
求
め
て
、
患
者
署
名

３
万
筆
、
過
半
数
の
自
治
体

で
の
意
見
書
採
択
な
ど
を
目

指
す
。

　

協
会
は
第
５
回
理
事
会
を

７
月
18
日
、
保
険
医
会
館
で

開
き
、
患
者
負
担
軽
減
と
診

療
報
酬
改
善
、
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
義
務
化
反
対
、
自

主
共
済
の
保
険
業
法
適
用
除

外
な
ど
を
総
選
挙
の
争
点
に

押
し
上
げ
る
運
動
対
策
を
協

議
し
た
。

　

歯
科
医
療
改
善
の
運
動
は

５
月
・
６
月
理
事
会
決
定
を

た
。
ま
た
、
総
義
歯
の
基
準

（
外
形
設
定
、
咬
合
高
径
、

人
工
歯
の
排
列
、
床
縁
の
厚

み
）
を
念
頭
に
置
け
ば
、
総

義
歯
は
そ
れ
ほ
ど
怖
く
な
い

と
付
け
加
え
た
。

　

各
論
で
は
、
診
査
、
診
断

か
ら
印
象
採
得
と
外
形
設

定
、
咬
合
採
得
、
咬
座
印
象

（
下
顎
に
つ
い
て
）、
義
歯

の
セ
ッ
ト
と
咬
合
調
整
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
所
と
コ

を
テ
ー
マ
に
、
松
下
寛
氏

（
東
京
都
開
業
）を
招
い
て
、

７
月
度
生
涯
研
修
を
開
き
、

１
２
３
人
が
参
加
し
た
。

　

松
下
氏
は
最
初
に
、
総
義

歯
作
り
と
し
て
特
別
な
器

材
、
術
式
を
用
い
な
い
で
基

準
を
明
示
し
た
総
義
歯
作
り

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
総
義
歯
）
で
初
学

者
に
も
習
得
し
や
す
い
、
80

％
の
出
来
を
目
指
し
た
シ
ス

テ
ム
が
狙
い
で
あ
る
と
述
べ

義歯製作のポイントを話す松
下氏＝７月26日、Ｍ＆Ｄホール

す
る
選
択
で
あ

る
。
今
回
の
総

選
挙
で
は
、
特

に
こ
の
二
つ
の

課
題
を
同
時
に

意
識
す
る
こ
と

着
い
か
ん
に
か
か
っ
て
起
こ

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

先
の
05
年
総
選
挙
は
、
そ

れ
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
は

別
に
し
て
、
選
挙
後
、
郵
政

民
営
化
を
進
め
る
か
ど
う
か

の
役
を
務
め
た

か
ら
で
あ
る
。

　

い
ま
麻
生
政

権
は
、
こ
の
小

泉
構
造
改
革
の

呪
い
を
そ
の
ま

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
７
月
26
日
、「
保
険
で
で

き
る
明
快
総
義
歯
づ
く
り
」

　

協
会
・
保
団
連
は
、来
年
度
の
予
算
編
成
に
む
け
て
、総
選
挙

後
に
開
か
れ
る
国
会
も
に
ら
み
、
歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

や
患
者
の
窓
口
負
担
軽
減
な
ど
を
求
め
て
、
会
員
比
６
割
を
目

標
に
会
員
署
名
に
取
り
組
む
。伊
津
進
弘
理
事
長
が
、取
り
組
み

に
あ
た
り
協
力
を
呼
び
か
け
る
。（
本
紙
に
会
員
署
名
在
中
）

ツ
を
伝
授
し
て
い

た
。

　

同
氏
は
ま
た
、
直

接
義
歯
を
つ
く
る
技

工
所
選
び
も
重
要

で
、
技
工
所
に
望
ま

れ
る
要
件
な
ど
も
述

べ
、
保
険
と
自
費
と

の
棲
み
分
け
と
移
行

選
挙
後
の
国
会
に
会
員
の
声
を

６
割
目
標
に
会
員
署
名
の
取
り
組
み

衆議院選挙

－②－

争
点
争
点

（
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）

二
宮　

厚
美

第５回理事会

患者・会員署名の推進
総選挙にむけた運動対策

【要請項目】
一、歯科の深刻な経営危機を打開するために、診療報

酬を10％以上引き上げること。
　①初診料を300点、再診料を100点にすること。
　②長年据え置かれた「う蝕処置」などの基礎的技術

料を大幅に引き上げること。
　③歯科疾患管理料を廃止し、医学管理のあり方を抜

本的に改善すること。
　④保険外併用療養費の拡大や補綴の保険給付外しを

行わないこと。
一、患者の窓口負担を軽減すること。子どもと高齢者

の窓口負担は無料にすること。
一、後期高齢者医療制度は廃止すること。
一、診療報酬のオンライン請求義務化は撤回するこ

と。


